
た｡53句三皮に見られた死亡個体は,瓜年長のメス

がアカンボウと共に死亡した以外はなかった｡

研 究 概 要

1)辛砧のサルのFl憾芋的社会学的研死

森 明 碓 ･三戸サツ王

冠地富士男 ･山口直嗣

附年度からの継続で,ポピュレーション動態に

関する話fl科を収袋している.毎月1回ほは全個

体の体誼測定を行っている｡社会学的研究につい

ては,通年の変化や,個々のトピックについて調

べている｡

2)ニホンザルの行動のエソロジカルな研究

森 明 雌 ･三戸サツエ

冠油田士男 ･山口 広 嗣

E!長煩研死所のオープンエンクロージャ-にお

いて,行動の連鎖を解明するための記録を行なっ

た｡

3)内部寄生虫に関する研究

薄井荷平 ･卯田孝司 (宮崎大)

森 明雄

内部奇生血卵の季節変化を,毎月1回,個件毎

に採狭することにより,定員的に調べた｡

なお53年皮に本施設を利用した共同利用研究者

は早木仁成 (京大) ,町田白岡 (国立科学博物館),

巧井荷平 (宮崎大)である｡その他'長期滞在し'

利用した研究者は'鈴木延夫 く北大)'星 野次

那 (京大),久保田英史 (京大)等である｡本年皮

吃,本施設を訪問あるいは利用した研死者は'延

べ434人であった｡

また,昨年皮にひきつづき,本年皮も大学院苧

Llによる実習として,亭馬でのフィールド･ワー

クが行われた (53年7月2日～7日)｡

学 会 晃 表

ニホンザル事島群における,体重変化から見た

ポピュレーション動態

森 明 雄

第 26回日本生闇学会大会 (1979)

サル類保健飼育管理施設

千葉敏郎 ･松林沼明

後藤俊二 ･松林伸子1)

先ず持gIすべきことは,昭和54年度 概罪要求

において繋所コロニー設班が認められたt･とであ

る｡父Wiコロニー殻REによって,研究用サル類の

自家繋刑体制を煎仰すべきことの_Tri変性について

は放申ここに改めて述べる必熟 よあるまい｡当初

の袋求は屋外グループケージ8桃および育成会

1棟のiB没であったが,その後荊大木部との折衝

によって放飼場 1おJ:び符成缶1棟を設けること

とし'協議員会によって承認された｡これは繋煎

コロニー設置を文教施設整備として扱い,そのた

めには小規模の建物を分散して設けるよりも,大

規模なものに集約する方が要求実現の皮が苅いこ

と,また実際の維持管理のことを考えれば,いき

おい人事のかからない放開場形式を採 らざるを紺

ないこと,などの理由に基づくものである｡しか

し8.000m2近い放飼場を本研究所のキャンパ ス

円に設けることになれば'-所内全体の環境 .,将来

計画,附近住民との関係,サル汚物の処理などに

っいて余程憐試な配慮を必要とする｡そのため,

サル施設,サル委El会は将来計画委員会などと終

始連繋をとりつつ,この要求案のとりまとめに当

たり,協議員会においてその具体案の説明を行な

った｡要求の骨子は'･研究所正門を入って直ぐ束

側,現在テニスコート,員外グルー-プケージ,旧

検疫舎プレハブなどが鵡んでいる一画に,総面積

約2,600m2の半地下式放飼物を設け,これを四区

に仕切って夫々20-30p71(総数約120頭)の繁殖用

母群を収容する｡サルの柾頬は現在最 も利用皮の

掛 ､アカゲザル'ニホンザルとする｡ここから毎

年約60頭の仔ザルが生産される見通しであるが ,

これを育成会に染めてほほ8才に至る迄成育し,

実験に供する｡育成会の建設予定地は現在の共同

利用宿泊棟西側の傾斜地である｡ このプランの実

現について既に述べたように解決すべき虎つかの

問題点があるが,力めて所内全般の意見を放しつ

つ満足すべきものを完成したい｡

今年皮のサル施設迅何について昏L･べき他のひ

とつは,漸く運営狩の咽孤実現 (約230万円)を見

たことであるhこのことについては,全国各地の

動物実験施設からも年矧 こ強い要求が出されてき

たのであるが .今年旺遂に要求実現の運びとな.,

たことは大いに喜ばしい｡関係当局の理解と援助

に対 して感謝の意を表したい｡.

1)教務職員
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19打年に始ったインドのサル輸出禁止措置はそ

の後 も何等緩和の兆を見せていないが ,ラオスか

らと見 られるアカゲザルの入手は現在細々なが ら

途絶えていない｡ しかしその入荷群の体重 ,年齢

等に関して言えば決 して満足すべ きものでない｡

このことは結局アカゲザルの代替 としてのニホン

ザル,およびその他のマカク頬の利用度を増す結

果 となった｡今後 もこの頃向は続 くものと見るべ

きであろうが ,アカゲ偏重の風を正して行 く上で

はむしろ歓迎すべ きことであるか も知れない｡

人中においても大 きい変化があった｡調理を担

当していた中島昇 (臨時用務且)は昭和53年 6月

80日付を以て辞職 ,後任として小形敬太郎 (臨時

用務月)が ,同年 7月1日付を以て採用された｡

また才田春夫 (技官)は日本海外青年協力隊員に

応弟 ,採用されたため ,同年 9月30日付を以て辞

職し,後任 として釜中段郎 (技官)が同年10月10

日付を以て採用された｡

研 究 概 要

1) ニホンザルの精子形成における季節的変動

千 葉 敏 郎

荷崎山･宮島 ･志賀高原C群について,繁殖期･

非繁殖期における精子形成を観察 し'その成続を

シンポジウム ･学会等において発表した｡現在 '

引 き続 き実験室内長期飼育群について,同様な観

察を行なっている｡

2)未熟 ニホンザルにおける姶原生殖細胞の動態

千 桑 敏 郎

主 として高崎山群の未熟個体について,精累内

における始原生殖細胞の形態 と運動を観察中｡電

叫による観察をも併せ行 う予定｡

8)サル煩の精液性状に関する基礎的研究

松 林 清 明

TR気刺激法に扱って精液を採取 し,精子数 ･精

液虫 ･相子運動性 ･精子奇型牢等の季節的年令的

変化を,主としてニホンザルを対象に見ている｡

精液の凍結保存について も試験を進めている｡

4)雄二ホンザルの性槻経に関する形態学的研究

松 林 清 明

柄!担･精のう･前立腺の年令的季節的盗塁変化

を調べると共に'組綴字的検索を行っている｡

5)'B長煩の眼吃像に関する其礎的研究

後 藤 俊 二

ニホンザルを対象 とした,脈絡膜血行動態の観

察 ･記録を目的 とした赤外吸光造影法の検討を行

なった｡また,乳仔期を中心に成長過程における

眼内祝所見の推移の単色光および赤外繰出膨法に

よる観察を進めている｡

6)こホンザルの先天性四肢異常の実態調査

後 藤 俊 二

共同研究 として,各地で多発している四肢奇形

の形態観察 ･臨床検査 ･染色体検査等の捕控調査

に参加 している｡

論 文

I)Matsubayashi,K･,Hirai,M･,

Watanaba,T.,Ohkura,Y.,
Nozawa,K.(1978) :Acase
ofPa亡as-vervethybridin
captivity. primates I9 (4),
783-79I

2)Matano,Y.,Ma亡subayashi,

K.,Ohmichi,A.(1978) ;

Scanningelectronmicroscopy
ofmatrmalian spernatozoa･
GuHma Symp.Endocr. 13:27-48

学 会 発 表

1)こホンザルオスの性成熟

千葉敏郎 ･和 秀雄

プリマーチス研兜会耶

第 1回談話会 (1978)

2)こホンザルにおける精子形成の季節的変励

一 得に相原細胞の態度について一

千窮敏郎 ･和 秀雄

第85回日本猷医学会 (1978)

8)マーモセッ ト塀の電気射精

松 林 沼 明

第13回日本実験動物学会 (1978)

4)ニホンザルにおけるICO赤外線吸光 ･出光

眼底虎影について

福井正信 ･後藤俊二 ･古川敏紀

第85回日本獣医学会 (1978)

5)ニホンザルの四肢奇形の形態的特徴に関する

考察

和 秀雄 ･後藤俊二 ･峰沢 柄

第23回プリマーテス研究会 (1979)
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昭和53年鑑サル施設柾 鞭既符

項 目 金 問(千円)

銅 品 取 2.701

サ ル 煩 隅 入 れ 746

サ ル 飼 料 研 入 門 7.531

燕 品 現 755

粥 托 品 巧 1,085

人 件 雪 5,868

雑 費 312

昭和53年度 (1978年) サル移動状況 昭和53年度 (1978)禾飼育頭数

項 目揺 名 入 荷 出産 突研穀 申故死 管理不 死 亡 種 名 飼育頭数斜研妙佼守 料研 育附 秤敬 潤化 循潔 泌尿 代謝 秤経 その 不明

コ モ ン ツ パ イ 5

取 良 鰭系 S系 器系 群系 #系 系 他 ワオ キ ツネザ ルス ロ ー ロ リ スオ オ ガ ラ ゴ 236

コ モ ン ツ パ イ 1642 2 1 3730 1617 1 1 1 112 1 1 1 1 6285 112

ワ オ キ ツネザルス ロ ー ロ リ スオ オ ガ ラ ゴシルJヾ-マ-モセットワタポウシタマリン 227 ヨ ザ ルワタポウシクマリンシルパーマーモセットリ ス ザ ルノドジロオマキザル7 サオ マキザ ル 5227512

リ ス ザ ルフサ オマキ ザ ルパ タ ス ザ ル 1 チエウペイクモザルミ ド リ ザ ルバ タ ス ザ ル 122

ア カ ゲ ザ ル 81718 21 21 タ イ ワ ン ザ ル 22

タ イ ワ ン ザ ル 1 2 4 ブ タ オ ザ ル 10

ペ ニ ガ オ ザ ル 2 2 ベ ニ ガ オ サ ル ll

カ ニ ク イ ザ ル 6 ボ ンネ ッ トザ ル ll

ボ ンネッ トザ ル 2 5 カ ニ ク イ ザ ルア ッ サ ム ザ ル 712

ア ッ サ ム ザ ルブ タ オ ザ ルマ ン ト ヒ ヒチ ン パ ン ジ ー 21 5 E.PXC.aマ ン ト t=rヒシロテテナガザルアジルテナガザルチン パ ン ジ 十∠ゝ 計 + 22･2-16(七)516(防)

小 計 22 284 鍔 59 5 110 4 1 1 1 119 4
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